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ブログ空間におけるトラックバック利用状況の調査および考察
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あらまし 近年，一般ユーザの情報発信ツールとしてブログが普及しつつあり，今後も利用者は増加するといわれて

いる．これにより，Web空間は，情報を獲得する場のみならず，情報発信が可能なコミュニケーション空間となりつ

つあり，ブログの登場によりWebの利用形態が変化してきていると考えている．最近では，ブログに特化したブログ

コミュニティ解析に関する研究や，ブログ解析に基づいたトピック検索や評判情報検索に関する研究（ブログマイニ

ング）も行われている．しかしながら，ブログ記事同士をつなげるリンクにはブログ特有のものとしてトラックバッ

クがあり，ブログ同士の関係を解釈する上では重要な要素でありながら，これらブログマイニングにおいて，トラッ

クバックを積極的に解析している例はほとんどない．したがって本研究では，ブログにおけるトラックバックの利用

状況の調査を行い，ブログマイニングにおけるトラックバック解析の意義について考察する．
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Abstract Recently, blogs have become widely used by general users as tools for putting out the information quickly

and easily. Thus, Web space become not only a place for getting information but also a place for communication.

It can be said that blogs have changed the way people use the Internet. Some researchers do blog analysis such as

blog community analysis and reputation retrieval using blog data. However, they do not focus on trackback links in

their studies as blog analysis, even though it is a very important element in unsderstanding the relations between

blog entries. Therefore, we analyze trackback usages and investigate its importance in understanding blogspace.
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1. は じ め に

近年，一般ユーザの情報発信ツールとしてブログの普及が

急速に進んでいる．2005年 5 月の総務省の発表 [1] によれば，

2005年 3 月末時点で国内のブログ利用者は約 335万人に達し

ており，今後もその増加傾向が続き，2007年 3月末には約 782



万人に上るといわれている．このようなブログの普及による

効果も手伝って，Web空間は，情報を獲得する場のみならず，

情報発信が可能なコミュニケーション空間と変化しつつあり，

Webの利用形態が変化してきている．

ブログ情報は，いわゆる一般ユーザが主なコンテンツ供給者

であるので，その情報は世論を反映したものであるという考え

方ができる．また，更新が容易であることから，即時性の高い

情報源であり，実社会における最近のトピック検出 [7] や，商

品やイベント等に対する評判情報検索 [9]にも応用されており，

今後もその重要性が高まると考えている．

したがって，これまでに，Web検索エンジンの構築や，Web

マイニングに関する研究が行われているが，対象をブログ絞っ

たブログ検索エンジンの構築や，ブログマイニングに関する研

究も行われるようになった．また，他のWebコンテンツに比

べ，コンテンツの著者が明確であるために，ある特定分野の有

識者を発見しようとする研究 [12] [13]も行われている．

ブログ関連研究において，ブログの解析を行う際には，ブロ

グ記事間のリンク構造の解析が不可欠であるが，ブログ記事間

のリンクにはブログ特有のものとしてトラックバックがあり，

ブログ同士の関係を解釈する上では非常に重要な要素を含んで

いるといえる．

しかしながら，これまでに行われているブログ解析において，

トラックバックを積極的に解析している例はほとんどない．考

えられる理由としては，ブログ空間におけるトラックバックの

位置付けが不明確であることが挙げられる．

トラックバックとは，IT用語辞典 e-words [2]によると，

“ウェブログ (ブログ)の機能の一つで、別のウェブログへリ

ンクを張った際に、リンク先の相手に対してリンクを張ったこ

とを通知する仕組みのこと。”

とあり，通常は相手の意図とは関係なく，他のブログエント

リからのリンクを，自分のブログエントリに対して貼ることが

できる機能である．上述の通り元々の定義によれば，トラック

バックリンクは，ブログエントリ間の通常のリンクとペアで利

用されるはずであるが，通常のリンクを伴わない場合でも，ト

ラックバック ping（トラックバックリンクを貼ってもらうため

の要請）を送信すれば，自動的に先方からトラックバックリン

クが貼られてしまうのが現状である．

実際，このような“通常リンクを伴わないトラックバックリ

ンク”は存在し，トラックバック利用のモラルに関する議論も

Web上で展開されている [3]．このように現実問題として，ト

ラックバックリンクの利用状況が明確ではないために，トラッ

クバックリンクにより接続された２つのブログエントリの関係

の解釈が不明であり，この状況がトラックバックを考慮したブ

ログ解析を困難にしているといえる．

したがって本研究では，ブログ空間におけるトラックバック

の利用状況の調査を行い，トラックバックにより形成されるブ

ログ記事間の関係について考察することを目的としている．な

お，ここから得られる知見は，ブログ解析においてトラックバッ

クを考慮するための重要な基礎データと成り得ると考えている．

以下，本論文の構成を示す．２節では，ブログおよびトラッ

クバックの概要と関連研究について述べる．３節では，ブログ

空間におけるトラックバック利用状況の調査について述べる．

４節では，まとめと今後の方向性について述べる．

2. ブログおよびトラックバックの概要と関連研究

2. 1 ブログおよびトラックバックの概要

ブログは，アメリカにおいては 1999年以降，急速に発達し

標準化が進みつつあるWebコンテンツであり，最新ニュース

をいち早く取りあげ、独自の視点で解説をするブログや、ある

特定の分野に対してコラムを展開するブログ、写真を掲載しそ

れらにコメントを付けるブログなどその内容は様々である．ブ

ログサイトの構築方法としては，「MovableType [4]」などのブ

ログツールを利用してサーバを立ち上げる方法や，ホスティン

グサービスを行っているサイトに登録することでブログサイト

を立ち上げる方法が挙げられる．
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図 1 典型的なブログサイトの例

図 1 に典型的なブログサイトの例を示す．ブログサイトは，

そのトップページに最近（例えば一週間）書かれた「エントリ」

と呼ばれる個別書き込み記事を複数表示している．通常はブロ

グサイトの管理者のみがエントリを追加することができ，この

点がWeb掲示板とは異なる．新しいエントリが追加されれば，

古いエントリはトップページからは削除されるが，各エントリ

が保持している個別 URLを辿れば，トップページから削除さ

れた後でも閲覧することが可能である．

また，ブログサイトトップページについては，RSS（Rich Site

Summaryもしくは RDF Site Summary）と呼ばれる XMLで

記述されたサイトの要約を公開していることが多く，RSSのみ

を巡回することでブログサイトの更新情報等を取得することが

可能となっている．

図 2にトラックバックの概略図を示す．トラックバックに関

しては，１節にて述べた通り，元々は他人のブログエントリを

リンク参照したことを相手のエントリに対して通知するための

機能である．トラックバックの手順としては，まず他人のブロ

グエントリをリンク参照した際に，リンク参照したことを知ら

せるトラックバック ping の送信を行う．するとトラックバッ

ク pingを受け取ったブログエントリにて，自分のエントリを

参照しているブログエントリへのリンクが自動的に貼られるこ
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図 3 空トラックバックの概略図

とになる．

次に，図 3に空トラックバックの概略図を示す．トラックバッ

クの機能上，リンク参照していなくても，トラックバック ping

を送信すれば，図 3のように相手のブログエントリからトラッ

クバックリンクを貼られることになる．本研究では，このよう

なトラックバックリンクを，対となるべき参照リンクが欠如し

ているという意味で，“空トラックバック”を呼ぶ．

2. 2 ブログ関連研究および技術

トラックバックそのものに関する調査および研究はほとんど

なされていないが，ブログ関連の研究が盛んに行われているの

で，それらについて述べる．

• ブログによる情報の広がりに関する研究

　 Kumarら [5]および，Gruhlら [6]は，ブログ空間の進化や

広がりに関する調査研究を行っている．

Kumarらは，25,000のブログサイトとその中の 750,000本

のリンクについて解析している．また，blogspace と名づけ

たハイパーリンクによるブログ群のつながりに注目し，この

Blogspaceにおけるブログコミュニティの抽出とこのブログコ

ミュニティの進化に関する調査研究を行っている．

Gruhlらは，11,000以上のブログサイトにおける 400,000以

上のブログエントリについて解析している．この中で，blogspace

におけるマクロな視点によるトピックの伝播の特徴付けと，ミ

クロな視点による個々のブログ同士のトピックの伝播の特徴付

けを試みている．この中で，blogspaceにおいて内部的に発生

する議論である Chatter と，外的要因により発生する Spikes

という尺度を用いて，トピック伝播のモデル化を行っている．

• blogの収集と更新の監視ツール

奥村らのグループでは，blog の収集と、更新の監視、また収

集したデータを用いたテキストマイニングを行うツールであ

る，blogWatcher に関する研究開発を行っている [7]～[9]．こ

の blogWatcherでは，話題 (キーワード)に関する注目度の自

動分析や，評判情報の抽出などを可能にしている．

• blogコミュニティ分析

Tsengらは，関連が深い blogサイト同士を近くに配置される

ようなクラスタリング手法により，blogコミュニティの視覚化

を行っている [10]．Fujimura らは，EigenRumor と呼ばれる

blogコミュニティ分析に基づいたアルゴリズムにより実現され

る，blogランキングに関する研究を行っている [11]．この手法

により，blogger の情報提供能力と情報評価能力の算出を可能

にしている．

• リンク構造の時間特性に着目したブログ時系列解析

　著者らは，Web コンテンツの信頼性評価を目的としたブロ

グ解析手法に関して提案している [12] [13]．この中で，ブログ

エントリが形成するブログスレッドを定義し，このブログス

レッド内におけるブログサイトの役割の判別方法に関して議

論している．ブログサイトの役割としては，“ Topicfinder”，

“Agitator”，“ Summarizer”などを定義し，ブログスレッド

のリンク構造の解析および時系列解析によってこれらの判別方

法を提案している．

ただし，これらの研究では，エントリ同士の関係を調べる際

にはトラックバックリンクによるつながりは考慮できていない．

• トラックバック機能を応用したシステム開発

　渡邊らは，公共性の高い情報や評判情報を蓄積し，これを

ユーザに提供するコミュニケーションシステムに関する研究を

行っている [14]．ただし，これはトラックバック機能を応用し

た新たなシステムの提案であり，現状のトラックバックに関す

る調査および考察に関するものではない．

　

上記のように，ブログのコミュニティ分析等，ブログエント

リ間のつながりについて注目した研究が盛んに行われているが，

ブログ特有のつながりであるトラックバックを利用した研究は

ほとんど見当たらない．したがって，本研究において明らかに

しようとするトラックバックの利用状況は，既存の研究にとっ

て有効な基礎データとなりうると考えている．

3. ブログ空間におけるトラックバック利用状況
の調査

本節では，ブログ空間におけるトラックバックの利用状況の

調査および考察を行うことで，これまでほとんど明確にされて

いなかった，トラックバックリンクによって接続されたブログ

エントリ間の関係について考察する．

3. 1 ブログデータの収集とトラックバックデータの抽出方法

本研究では，PING.BLOGGERS.JP [15]が公開している JP

ドメインのブログ RSSリストに基づいて，2005年 10月およ

び 11 月に投稿された 10,737,320 のブログエントリを収集し，

これらを解析データとして利用した．

なお，トラックバックリンクは，ブログエントリの HTML

文書の中で，通常のリンクとは区別して掲載されているが，共

通のタグルールに基づいて記述されている訳ではないので，各

サイト毎にトラックバックリンク検出のためのトラックバック

リンク判別ルールを設定する必要がある．本論文では，URLの

一部が以下のものと合致するブログホスティングサイトに対し

て，トラックバック検出用タグ解析ルールを設定した．

nifty.com/ typepad.com/ mo-blog.jp/
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以下，これらのサイトをトラックバック解析対象ブログサイ

トと呼ぶ．収集したブログエントリのうち，このトラックバッ

ク解析対象ブログサイトに含まれるものは，約 53.5% に相当

する，5,743,913のブログエントリであった．

3. 2 トラックバックを伴うブログエントリ間の関係

3. 2. 1 ブログエントリ間のリンク関係

2.1節において，空トラックバックの存在について述べたが，

本節ではトラックバックを伴うブログエントリ間における，相

互のトラックバックリンクおよび通常リンクの関係について調

べる．元々のトラックバックの定義によれば，トラックバック

リンクに対応する逆向きの通常リンクが存在しているべきであ

るが，その現状について確認する．

ここで，ブログエントリ (i)から，エントリ (j)へのトラック

バックリンク ( TB(i-j) )が存在する時の，この２つのエントリ

間のトラックバックと通常リンクの状況について調査した．

図 4に示す通り，TB(i-j)は，エントリ (i)に存在するトラッ

クバックリンクであり，エントリ (j)から送信したトラックバッ

ク pingに基づいて生成されるものを指し，link(j-i)は，(j)か

ら (i)への通常のリンクを示す．

表 1 に，トラックバック関係にあるブログエントリ間のリ

ンク関係を示す．すなわち，TB(i-j) が存在する全てのブログ

エントリの組み合わせに対して，その時の TB(i-j)，link(i-j)，

link(j-i)の有無のパターンについて調べたものである．○およ

び×にて，その存在の有無を示している．

表 1 ブログエントリ間のリンク関係

TB(j-i) ○ TB(j-i) ×

link(j-i) ○ link(j-i) × link(j-i) ○ link(j-i) ×

link(i-j) ○ 0.03% 0.30% 0.01% 0.78%

link(i-j) × 0.30% 11.36% 0.62% 86.59%

ここで空トラックバックとは，“ link(j-i)”が存在しない状態

であり，実に 99.03%となる．すなわち，今回の解析対象サイト

においては，ほとんど全てに近いトラックバックが“空トラッ

クバック”であるといえる．したがって，トラックバックの利

用においては，元々の定義である“通常リンクを貼ったことの

通知”とは異なる状況であることが明らかである．著者らによ

る過去の発表論文 [16] において解析を行った 2004 年 12 月の

データにおいては，空トラックバックは全体の 85.5%であった

ことを考えると，通常リンクを伴うトラックバックに比べて，

空トラックバックの存在が増加傾向にある可能性も考えられる．

また，表 1において注目したいのは，“TB(j-i)”が存在する，

相互トラックバックの状態である．これは，合計 11.99%となる．

空トラックバックとは，リンクを相手に対して貼らないのに，

トラックバック pingを送信することで自分宛のリンクを生成

して，自分のサイトへのアクセス量の増大や，PageRank値の

向上を狙うといった悪意を伴う目的で利用されているとも考え

られる．しかしながら，相互にトラックバックをかけるという

ことは，お互いに相手の存在を認めていると考えられ，“空ト

ラックバックは悪意を伴う”という認識が必ずしも当てはまら

ないことになる．

そこで，次節にて，空トラックバックを伴う２つのブログエ

ントリ同士は，内容的にどのような関係になっているのかとい

うことについて調べる．

3. 2. 2 ブログエントリ間の内容的関係

ここでは特に，空トラックバックを伴う２つのブログエント

リ同士の内容的関係について調べる．対象データは，2005 年

10月から 2005年 11月までのエントリで空トラックバックを

伴うものから無作為に選択した 50ケースに関して，人手によ

り内容的状況の確認を行った．表 2に，トラックバックの内容

的状況を示す．なお，表中の全てのケースにおいて，TB(i-j)は

存在している．

表 2 ブログエントリ間の内容的関係

TB(j-i) ○ TB(j-i) ×

言及 (j-i) ○ 言及 (j-i) × 言及 (j-i) ○ 言及 (j-i) ×

関連○ 0% 8% 2% 56%

関連× - 4% - 30%

ここで，“関連”とは，２つのエントリ同士の内容的関連の

有無であり，話題に関連性があるかどうかということを示して

いる．“言及”とは，トラックバック pingを送信したエントリ

(j)内において，エントリ (i)に対する言及の有無を表している．

関連のないエントリに対するトラックバックは，合計 34%

存在した．内容を確認したところ，全てがアダルト系のサイト

であり，ほぼスパムと断定できるものであった．また，このう

ち 4%は，相互トラックバックの関係にあるものであり，内容

を確認したところ，やはりお互いにトラックバックスパムをか

けあっているものであった．

このようにトラックバックスパムの存在を確認できたが，空

トラックバック全体に占める割合としては，半分以下であり，

やはり“空トラックバックは迷惑なスパムである”とは必ずし

も言えないことも分かった．

また，トラックバック pingを送信していながら，送信先の

エントリに関する言及がないながらも，内容的には関連してい

るものが 56%も存在している．これらのエントリを実際に閲覧

してみたが，内容的には非常に関連の深いものでありながら，



表 3 ブログエントリ数に対するリンク数およびトラックバック数の比較

エントリ数 リンク数 (リンク数／エントリ数) トラックバック数 (トラックバック数／エントリ数)

2005 年 10 月 3,008,851 1,280,992 0.427 450,297 0.150

2005 年 11 月 2,735,062 1,173,040 0.429 442,426 0.162

表 4 リンクに基づくスレッド数とトラックバックに基づくスレッド数の比較 (2005 年 10 月)

エントリ数 50 以上 エントリ数 30 以上 エントリ数 10 以上

通常リンクにより形成されるスレッド数 26 76 539

トラックバックリンクにより形成されるスレッド数 38 82 621

他のエントリの内容に関しては全く触れていない．例えば，同

じ映画や，テレビドラマ等のレビューを書いているもの同士が，

お互いの記事には言及することは無しに，空トラックバックに

よってつながりを持つというケースを数多く確認した．

さらにこのような関係は１つのエントリに対してだけでなく，

複数のエントリと同時に相互トラックバックの関係を保ってい

るケースも少なくない．そうすることで，これらのエントリは

明示的かつ強固なつながりではなく，緩やかなつながりで関係

を保ったコミュニティのようなものを形成しているようである

3. 3 通常リンクとトラックバックリンクの違い

3.1 節および 3.2 節において，トラックバックを伴うブログ

エントリ間の関係について考察した．本節では，通常のリンク

とトラックバックの利用状況および性質の違いについて調査お

よび考察する．

表 3に，ブログエントリ数に対するリンク数およびトラック

バック数を示す．表中のエントリ数とは，トラックバック解析

対象ブログサイトを指す．

リンク数とは，この解析対象ブログサイトのエントリにお

いて記述されているリンクであり，ブログの著者（以下，ブロ

ガーと呼ぶ）が，投稿の際に記述したものに限定している．つ

まり，過去のアーカイブへのリンクや，商業サイトへのリンク，

トラックバックリンクのように，自動的に生成されるものは含

まない．

トラックバック数は，そのエントリへ ping が送信されたこ

とで，そこから ping 送信元へ貼られているトラックバックリ

ンクの数である．

表 3が示すように，2005年 10月および 11月のエントリ当た

りのリンク数は，平均 0.428（0.427および 0.429）であるのに

対し，エントリ当たりのトラックバック数は,平均 0.156（0.150

および 0.162）と，およそ１／３程度であった．他のエントリ

とのつながりを持つ手段としては，通常のリンクが主流である

といえるが，トラックバックに関してもかなりの数が存在して

いるということが分かる．

次に，このリンクにより形成されるブログコミュニティと，

トラックバックにより形成されるブログコミュニティの違いに

ついて考察する．まずは，ブログエントリの一時的なコミュニ

ティ形成とみなすことができるブログスレッドについて説明

する．

図 5 に，ブログスレッドの例を示す．ブログスレッドとは，

Web

図 5 ブログスレッド

著者らが提案したリンクを介したエントリの集まりのことであ

り [12] [13]，以下のようにブログエントリをノード，リンクを

エッジとした，有向連結グラフとして定義できる．．

thread := (V, E)

V = VW ∪ VE, E = Ls ∪ Lr

Ls⊂={(e, e′)|e ∈ VE, e′ ∈ VW }
Lr⊂={(e, e′)|e ∈ VE , e′ ∈ VE}
ただし，VW はWebページ集合であり，VE はブログエント

リ集合である．また，Ls は，“ブログエントリ以外のページへ

のリンク”の集合を示し，Lr は，“ブログエントリへのリンク”

の集合を示す．

すなわち，各ブロガーが関連するブログエントリに対して，

自分のエントリからリンクを貼っていくことで，似通ったブロ

グエントリ同士が形成するコミュニティのようなものである．

ここで，ブログエントリ間のリンクに基づいて形成されるブ

ログスレッドと，トラックバックに基づいて形成されるブログ

スレッドの比較を行う．データとしては，2005年 10月に投稿

されたブログエントリと，その中に存在するリンクおよびト

ラックバックリンクである．表 4に，リンクに基づくスレッド

数と，トラックバックに基づくスレッド数を示す．各スレッド

に参加しているエントリの数が，50以上の場合，30以上の場

合，10以上の場合のスレッド数を示している．表 4によると，

各条件とも，リンクによるスレッドよりも，トラックバックに

よるスレッド数の方が多いことがわかる．表 3より，この期間

のリンク数がこの期間のトラックバック数の３倍弱であること

を考えれば，単位個数当たりのスレッド形成能力は，通常のリ

ンクよりもトラックバックの方が単純に３倍程度高いというこ

とがいえる．したがって，ブログコミュニティ解析により，エ

ントリ同士の関係について考察する上では，トラックバックの

存在は非常に重要であるといえる．



3. 4 考 察

本節では，ここまでに行った，ブログ空間におけるトラック

バックの利用状況に関する調査実験結果を踏まえた考察を行う．

• トラックバックの元々の定義と利用状況との相違

実験結果から，本来は通常のリンクの通知として定義されて

いるトラックバックリンクに対して，実際には，対となるべき

通常のリンクを伴わない“空トラックバック”が 99%以上存在

することが分かった．また，空トラックバックは必ずしもスパ

ムではなく，緩やかなコミュニティを形成しているケースも数

多く存在することを明らかにした．元々の定義とは異なる使い

方ではあるが，ここまで大多数になると，むしろトラックバッ

クの定義そのものの解釈の方を改める必要があると思われる．

実際の利用状況を踏まえて，トラックバックに対するより適切

な解釈を下記のように提案する．

「他のブログサイトのエントリのうち，自分のエントリと関

連する内容のものに対して，“私も関連する内容のエントリを

書いています”という意味で，トラックバック pingを送信し，

自分のエントリ宛のリンクを獲得する行為のこと．」

トラックバック pingを受信したブロガーが許可するかどう

かという問題は別にして，現状では上記のような使われ方が大

多数である．したがって，トラックバックを考慮したブログ解

析を行う際には，上記のような解釈をするべきである．

• トラックバックスパムの存在

実験結果から，確認したトラックバックのうち 34%程度がト

ラックバックスパムと思われるものであった．ブログ解析の際

にトラックバックを考慮すると，このトラックバックスパムが

大きなノイズになる恐れもある．しかしながら，これはトラッ

クバックだけでなく，Web空間全体が共有する問題である．

表 3 が示すように，エントリ同士をつなげる手段としては，

通常のリンクと共に数的にもトラックバックの存在は無視でき

ない．したがって，ブログエントリ同士の関係を解析する上で

は，トラックバックを無視するのではなく，他のスパムと同様

に，積極的なスパム対策を講じることで，トラックバックを考

慮したブログ解析を目指すべきである．

• トラックバックに基づくブログコミュニティ形成

実験結果から，トラックバックによるブログエントリ同士の

つながりにより，通常のリンク以上の効率で，ブログのスレッ

ドを形成していることが分かった．ブログスレッドは，短期的

なブログコミュニティともみなすことができる．実際にトラッ

クバックに基づいて形成されているブログスレッドを確認した

が，通常のリンクに基づいたブログスレッドとは少々異なる緩

やかなコミュニティを形成しているものが多かった．したがっ

て，ブログ空間の詳細な理解を目指した，ブログのコミュニ

ティ発見やコミュニティ解析を行う上では，トラックバックは

必要不可欠な解析データといえる．

4. お わ り に

本論文では，ブログ空間におけるトラックバックの利用状況

の調査を行い，トラックバックにより形成されるブログ記事間

の関係について考察した．以下に，本論文のまとめを示す．

• ブログエントリからのトラックバックリンクの抽出のた

めのルールベースを作成し，JPドメインのブログサイトにお

けるトラックバックリンクに関する調査実験を行った．

• トラックバックを伴うブログエントリ間の関係に関する

調査実験では，解析したトラックバックのうち全体の 99%のト

ラックバックが空トラックバック（対応する通常リンクを伴わ

ないトラックバック）であることを明らかにした．

• トラックバックを伴うブログエントリ間の内容的関係に

関する調査実験では，トラックバック ping を送信しながらも，

相手のブログエントリに関する言及がないブログエントリの存

在や，相互の空トラックバックに基づく緩やかなコミュニティ

形成が行われていることを明らかにした．

• トラックバック解析対象ブログサイトにおける，リンク

数とトラックバック数の違いを調べた．また，通常のリンクに

基づくブログスレッド形成と，トラックバックに基づくブログ

スレッド形成の比較を行い，ブログコミュニティ解析における

トラックバックの重要性を確認した．

• 上記の調査実験に基づいて考察し，ブログ空間の理解を

目指したブログ解析における，トラックバックの重要性と，ト

ラックバックの解釈に関する注意点について述べた．

今後は，ブログ解析におけるトラックバックの位置づけに関

する調査および考察をさらに進めると共に，日本のドメインだ

けではなく，海外のブログサイトのトラックバックについても

解析範囲を広げていくつもりである．

謝 辞

本研究の一部は，科学研究費補助金 基盤 (A)(2)（課題番号：

15200010）および 若手研究 (B)（課題番号：17700132）によ

る．ここに記して謝意を表します．

文 献
[1] ブログ・ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサイト）の現状

分析及び将来予測, 総務省報道資料（平成 17 年 5 月 17 日），
http://www.soumu.go.jp/s-news/2005/050517 3.html

[2] IT 用語辞典 e-words, http://e-words.jp/

[3] トラックバックの有効な使い方を考える,

http://kotonoha.main.jp/2003/12/09trackback.html

[4] movabletype.org, http://www.movabletype.org/

[5] Ravi Kumar, et al: ”On the Bursty Evolution of Blogspace”,

The Twelfth International World Wide Web Conference

(2003).

http://www2003.org/cdrom/papers/refereed/p477

/p477-kumar/p477-kumar.htm

[6] D. Gruhl, et al: ”Information Diffusion Through

Blogspace”, The Thirteenth International World Wide Web

Conference (2004).

http://www2004.org/proceedings/docs/1p491.pdf

[7] 奥村 学, 南野 朋之, 藤木稔明, 鈴木泰裕: blogページの自動収集
と監視に基づくテキストマイニング, 人工知能学会, セマンティッ
クウェブとオントロジー研究会, SIG-SWO-A401-01, 2004 年．

[8] 南野 朋之, 鈴木 泰裕, 藤木 稔明, 奥村 学：blogの自動収集と監
視, 人工知能学会論文誌, Vol.19, No.6, pp.511-520, 2004 年．

[9] 鈴木 泰裕, 高村大也, 奥村 学, ”Weblog を対象とした評価表現
抽出”, 人工知能学会, セマンティックウェブとオントロジー研究
会, SIG-SWO-A401-02, 2004 年.

[10] Belle L. Tseng, Junichi Tatemura, and Yi Wu: ”To-



mographic Clustering To Visualize Blog Communities as

Mountain Views”, WWW2005 Workshop on the Weblog-

ging Ecosystem, 2005.

http://www-idl.hpl.hp.com/blogworkshop2005

[11] Ko Fujimura, Takafumi Inoue, and Masayuki Sug-

isaki: ”The EigenRumor Algorithm for Ranking Blogs”,

WWW2005 Workshop on the Weblogging Ecosystem, 2005.

http://www-idl.hpl.hp.com/blogworkshop2005

[12] 中島伸介，舘村純一，日野洋一郎，原 良憲，田中克己: リンク
構造の時間特性に着目したWeblog 解析に基づくコンテンツの
信頼性評価の検討，DBSJ Letters, Vol.3, No.1, pp.109-112，
2004 年 6 月.

[13] Shinsuke Nakajima, Junichi Tatemura, Yoichiro Hino,

Yoshinori Hara, and Katsumi Tanaka: ”Discovering Im-

portant Bloggers Based on Analyzing Blog Threads”,

WWW2005 Workshop on the Weblogging Ecosystem, May

2005.

http://www-idl.hpl.hp.com/blogworkshop2005

/nakajima.pdf

[14] 渡邊正弘，大倉典子：blog の機能を利用した位置情報コミュニ
ケーションシステム，データベースと Web 情報システムに関
するシンポジウム (DBWeb2004) 情報処理学会シンポジウムシ
リーズ Vol.2004,No.14，pp.73-80，2004 年 11 月.

[15] PING.BLOGGERS.JP, http://ping.bloggers.jp/

[16] 中島伸介，舘村純一，原 良憲，田中克己: Blogスレッドの解析
に基づく重要な blogger の発見，DBWS2005 情報処理学会研
究報告, 2005-DBS-137(I)，pp.31-38, 2005 年 07 月.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


